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2010/02/15 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

2/9 
Tuesday 

トリシェ欧州中銀（ECB）総裁が欧州首脳会議出席に向けて予定を1日早めて帰国したことが

伝わると、ギリシャ支援問題の進展に対する期待感の高まりから、市場ではリスクを積極的

に取る動きが強まり、豪ドル/円は77円前半から上昇した（①）。 

2/10 
Wednesday 

いわゆるゴトー日にあたり、本邦実需筋からのドル買いが出たことにより連れて豪ドル/円も

上昇し、仲値公示直後に79円11銭の高値を記録した（②）。 

2/11 
Thursday 

豪１月雇用統計が発表され、引き続き好調な雇用環境が持続していることが伝わるとともに、

市場ではオーストラリア中銀による３月の利上げ期待が高まりから、豪ドル/円は発表前の78

円80銭付近から午前11時過ぎには一時80円ちょうどまで急騰した （③）。 

2/12 
Friday 

19時前に中国人民銀行（PBOC）が25日からの預金準備率の0.5％引き上げを発表した。これ

を受けて市場では円買い戻しの動きが強まり、豪ドル/円は1円以上値を下げ一時78.88円ま

で急落したが、その後は市場を落ち着きを取り戻し、80円手前まで戻り上昇するなど乱高下

する場面が見られた（④）。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 2/8～12の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価の上昇 

・豪州の金利先高観の復活 

・原油・金などの資源価格の上昇 
 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国株価の下落 

・豪州の金利先高観の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 

・中国の引き締め観測 

・米オバマ大統領の金融規制案  

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 

④ 
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 材料面では16日の豪準備銀行（RBA）議事録には注目が集まりそうである。 その他大きな経済指標の発

表は予定されておらず、引き続き3月2日のRBA政策金利発表に向けて、目先は堅調な値動きが予想され

る。今週は大きな経済指標の発表もないことから、ギリシャ問題など世界的なリスク許容度が拡大または縮

小する動きや、主要先進国の株価に影響を受けやすい地合いは続いているものとみられ、引き続き注意を

したい。 

 テクニカル面では、豪ドルは米ドルに対しての下落基調が一段落しており、豪ドル/円にとっての下落材料

がひとつ減ることになる。ただし上昇トレンドに入ったと見るのは尚早であり、昨年11月16日につけた豪ド

ル/米ドルの0.9406を境に下値が拡大する傾向が続いているため、この高値を抜けないうちは長期的には

下落トレンドの継続が予想される。 

 そのため豪ドル/円においても戻りを試す展開が続いているものの、大勢では下落の動きの中にあると考

えられ、76円台を維持できない場合は下落トレンド入りの可能性が強まるであろう。しかし短期的には豪ド

ルは対米ドル相場での底打ちの可能性から、対円においても戻りを試すものと見られる。 

                                                                                                       (予想レンジ: 77.60～82.20 円) 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 2/5週足引値：77.50円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 豪ドル/円は55.52円（昨年02/02安値）から86.18円（今年1/11高値）まで上昇した後、調整局面に入ってい

るが、今回の下落で底を打ったのか、もしくは75円を割り込み一段の下落となるのかが焦点となる。 

 2/5に安値76.16円を記録後、戻りを試す展開が続いている。12日には200日線（79.38円）を回復し、20日

線（80.33円）にタッチする場面が見られた。しかし足形をみると引けでは80円台に乗せきれず、ヒゲの長い

寄引同時線が出たことにより、80円台攻略に失敗する可能性も出てきた。そのため今週のポイントは80円

台に定着できるかどうかが鍵と見られる。 

 上値ポイントは①80.33円（20日移動平均）を引値でクリア、②81.35円（60日移動平均）、③82.35円（今年

高値86.18円～今年安値76.16円の61.8％戻し）であり、下値ポイントは、①78.70円（2/11安値）、②78.13円

（2/5高値）、③76.16円（2/5安値）である。 

http://gaitamesk.com 
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NZD/ JPY 

2/10 
Wednesday 

ギリシャ財政問題の救済に向けての動きが進展することへの期待からユーロ/円や豪ドル/円など

クロス円が買われたことを受け、9時過ぎには一時62.68円まで上昇した（①）。   

2/11 
Thursday 

隣国オーストラリアの1月雇用統計が良好な結果となり、豪ドルの上昇につられる形でNZドル/円

も買われ、午後5時過ぎには一時2/5以来約1週間ぶりとなる63.01円を記録した（②）。 

2/12 
Friday 

12日に発表された12月小売売上高は前月比+0.0％となり市場予想の+0.6％を下回ったことで、市

場では利上げ期待感の後退と受け止められ、NZドル/円は下落。12日は前日終値より30銭以上

値を下げてオープンし、その後も軟調な展開がつづいた（③）。 

日本時間19時前に中国人民銀行（PBOC）が25日からの預金準備率の0.5％引き上げを発表した。

これを受け市場では円買い戻しの動きによりNZドル/円は一時61.94円まで急落する動きが見られ

た（④）。 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

NZドル/円 2/8～12の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価の上昇 

・NZの金利先高観の復活 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国株価の下落 

・NZの金利先高観の後退 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

・中国の引き締め観測 

・米オバマ大統領の金融規制案 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 

④ 
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 今月4日に発表された第4四半期失業率の大幅に悪化に加え、先週は12月小売売上高が市場予想を下

回ったことにより、2月5日急落後の戻り値は豪ドルよりも鈍いままである。少なくとも当面の利上げ観測は

後退したものと見られており、そのためファンダメンタルス面からはNZドル/円は軟調な展開が見込まれる。 

材料面では16日早朝に発表が予定されている第4四半期の生産者物価指数以外、主だった経済指標の発

表も控えておらず、手がかり難の展開が予想される。 

テクニカル面では先々週、NZドル/ 米ドルは0.70を割ったものの、200日移動平均（15日は0.6900ドル）にて

下値サポートされており、先月後半からのNZドル下落の勢いは下火になりつつある。 そのため対円にお

いても60.47円（2/5安値）にてひとまず底を打った可能性がある。 しかし豪ドルの連れ高や世界的なリスク

許容度の拡大だけでは買い材料としては心ともないため、利上げ期待の復活など何かしら材料が出ないう

ちは、積極的にはNZドルを買いにくい。そのため当面は底固めに動く展開が予想される。 

                                                                                                     （予想レンジ：60.50～64.60円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 2/12週足引値：61.51円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 NZD/円は2/5に今年安値となる60.47円から切り返したものの、豪ドルが12日のざら場にて5日急落分の

全戻しを達成したことに較べると、戻りの勢いが弱い。そのため現状は60円台に向かうのか65円台を目指

すのかの分岐点と見られる。 

 NZD/円は2月上旬に60円台で下値を固めた後、12日には一時63.05円まで上昇した。しかし直近の足形で

は寄引同時線が出現しており、63円台に定着できないようだと、60円台割れをリトライする展開も予想され

る。 なお60.47円を割った場合、チャート上でのWトップ形成の可能性から59.84円（11/27安値）や56.63円

（7/8安値）を試す展開が見込まれる。 

上値ポイントは、①63.57（200日移動平均）、③64.58円（60日移動平均）であり、下値ポイントは、①60.47

円（2/5安値）～60.22円（ボリンジャーバンド2ů下限）、②59.84円（11/27安値）、③58.77円（水色のチャネル

下限）である。 

http://gaitamesk.com 
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ZAR/ JPY 

2/9 
Tuesday 

南アフリカの第4四半期失業率が24.3％と発表され、前回の24.5％から減少したものの市場

の反応はほとんどなかった。むしろトリシェＥＣＢ総裁が帰国を早めたことによるギリシャ支援

問題の進展への期待が材料視された。この報道以降市場ではリスクを取ることに積極的とな

る動きから南アランド/円も買われ、9日深夜には南アランド/円は一時11円67銭を記録し、そ

の後も堅調な推移をたどった（①）。 

2/12 
Friday 

本邦株式市場の上昇を背景にクロス円が買われたことで、ランド/円は欧州時間に入り11.77

円まで上昇した（②）。しかし19時前に中国人民銀行（PBOC）が25日より預金準備率の0.5％

引き上げを発表した。 これを受け市場では円買い戻しの動きとなり、ランド/円は一時11.62

円まで値を下げるなど乱高下する展開となった（③）。 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 2/8～12の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価や資源価格の上昇 

・新興国への投資の機運の高まり 
 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国の株価下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の低迷 

・資源価格の下落 

・米オバマ大統領の金融規制案 

  

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 
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経済指標カレンダー 

（2/15～17） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 

2/15 ――
(月) 8:50 ○ (日) 第4四半期GDP・一次速報 [前期比]+0.3％ +0.9％

 8:50 ○ (日) 第4四半期GDP・一次速報 [前期比年率]+1.3％ +3.6％
13:30 (日) 12月鉱工業生産・確報 [前月比] +2.2％ ――
13:30 (日) 12月鉱工業生産・確報 [前年比] +5.3％ ――

2/16 ――
(火)6:45 (NZ) 第4四半期生産者物価 [前期比] -1.1％ ――

9:30 ◎ (豪) RBA議事録 ―― ――
18:30 ○ (英) 1月消費者物価指数 [前月比] +0.6％ +0.1％
18:30 ○ (英) 1月消費者物価指数 [前年比] +2.9％ +3.7％
18:30 (英) 1月小売物価指数 [前月比] +0.6％ +0.0％
19:00 ◎ (独) 2月ZEW景況感調査 47.2 41.0
19:00 (ユーロ圏) 2月ZEW景況感調査 46.4 ――
22:30 ○ (米) 2月ニューヨーク連銀製造業景気指数 15.92 17.7
23:00 ○ (米) 12月対米証券投資 [ネット長期フロー]+1268億USD+500億USD
23:00 ○ (米) 12月対米証券投資 [ネットフロー合計]+266億USD――
27:00 (米) 2月NAHB住宅市場指数 15 16

2/17 ―― 日銀金融政策決定会合(～18日) ―― ――
(水）18:30 ◎ (英) BOE議事録 ―― ――

18:30 ◎ (英) 1月失業率 5.0％ 5.0％
18:30 ◎ (英) 1月失業保険申請件数 -1.52万件-1.00万件
18:30 (南ア) 12月実質小売売上高 [前年比] -6.6％ -4.5％
19:00 (ユーロ圏) 12月建設支出 [前月比] -1.1％ -7.4％
19:00 (ユーロ圏) 12月貿易収支 +48億EUR ――
22:30 ◎ (米) 1月住宅着工件数 55.7万件 58.0万件
22:30 (米) 1月輸入物価指数 [前月比] ±0.0％ +0.9％
22:30 (米) 1月建設許可件数 65.3万件 61.1万件
22:30 (加) 12月卸売売上高 [前月比] +2.5％ --
23:15 ◎ (米) 1月鉱工業生産 [前月比] +0.6％ +0.8％
23:15 (米) 1月設備稼働率 72.0％ 72.6％
28:00 ◎ (米) FOMC議事録 (1月26・27日分)―― ――

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

米国休場(プレジデンツ・デー)、香港休場(旧正月)

香港休場(旧正月)

巻末の特記事項を必ずお読みください。 



 

8 

経済指標カレンダー 

（2/18～19） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 

2/18 ―― 日銀金融政策決定会合(17日～発表) ―― ――
(木）14:00 (日) 12月景気動向指数・改訂値 [先行CI指数]94.0 ――

14:00 (日) 12月景気動向指数・改訂値 [一致CI指数]97.6 ――
16:15 (スイス) 1月貿易収支 +13.6億CHF--
17:30 (香港) 1月失業率 4.9％ 4.8％
18:30 (英) 1月マネーサプライM4・速報 [前年比]+6.4％ ――
19:00 (ユーロ圏) 2月消費者信頼感 -16 ――
21:00 ○ (加) 1月消費者物価指数 [前月比] -0.3％ +0.3％
21:00 ○ (加) 1月消費者物価指数 [前年比] +1.3％ +1.9％
22:30 ○ (米) 1月生産者物価指数 [前月比] +0.2％ +0.8％
22:30 ○ (米) 1月生産者物価指数 [コア：前月比]±0.0％ +0.1％
22:30 ○ (米) 1月生産者物価指数 [前年比] +4.4％ +4.4％
22:30 ○ (米) 1月生産者物価指数 [コア：前年比]+0.9％ +0.8％
22:30 ○ (米) 2/14までの週の新規失業保険申請件数44.0万人45.0万人
24:00 ○ (米) 2月フィラデルフィア連銀景況指数 15.2 17.0
24:00 (米) 1月景気先行指数 [前月比] +1.1％ +0.5％

2/19 13:30 (日) 12月全産業活動指数 [前月比] +0.1％ ――
(金）14:00 ○ (日) 2月金融経済月報・基本的見解 ―― ――

16:00 (独) 1月生産者物価指数 [前年比] -5.2％ -3.9％
18:00 (ユーロ圏) 12月経常収支 +1億EUR ――
18:30 ○ (英) 1月小売売上高指数 [前月比] +0.3％ -0.6％
18:30 ○ (英) 1月小売売上高指数 [前年比] +2.1％ +1.0％
22:30 (加) 1月景気先行指数 [前月比] +1.5％ ――
22:30 ○ (加) 12月小売売上高 [前月比] -0.3％ ――
22:30 ○ (米) 1月消費者物価指数 [前月比] +0.1％ +0.3％
22:30 ○ (米) 1月消費者物価指数 [コア：前月比]+0.1％ +0.2％
22:30 ○ (米) 1月消費者物価指数 [前年比] +2.7％ +2.8％
22:30 ○ (米) 1月消費者物価指数 [コア：前年比]+1.8％ +1.8％

予想日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 


